
　

６
月
１
日
、
多
数
の
来
賓
を
お
迎
え

し
、
会
員
89
名
の
出
席
の
も
と
２
０
１

７
年
度
関
東
支
部
総
会
を
東
京
ド
ー
ム

ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
２
０
１
６
年
度
の
支
部
活
動

報
告
が
あ
り
、
活
発
な
地
区
倶
楽
部
や

同
好
会
活
動
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
事
業
収
支
決
算
報
告
・
監

査
報
告
が
行
わ
れ
、
原
案
ど
お
り
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
①
親
睦
活
動
の
更
な
る
活
発
化

と
会
員
へ
の
情
報
の
充
実
化
、
②「
お

客
様
紹
介
運
動
」
の
積
極
的
な
推
進
、

③
会
員
拡
大
へ
の
着
実
な
取
り
組
み
、

を
重
点
活
動
目
標
と
し
た
２
０
１
７
年

度
の
支
部
運
営
計
画
案
と
、
予
算
案
が

原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
区
活
動
の
活
性
化
と
親
睦

活
動
の
強
化
に
向
け
、
茨
城
県
水
戸
市

地
区
に
「
と
き
わ
路
倶
楽
部
」
を
発
足

さ
せ
る
こ
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
関
東
支
部
は
10
倶
楽
部
体
制

で
活
動
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

お
客
様
紹
介
実
績
上
位
者
に

　
　
　
　
　

  

感
謝
状
と
副
賞
を
贈
呈

　

お
客
様
紹
介
実
績
の
件
数
・
金
額
上

位
３
名
の
方
々
に
、
茂
原
支
部
長
よ
り

感
謝
状
と
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

〈
紹
介
金
額
〉

濱
野
キ
ヨ
子
さ
ん（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

鈴
木　

治
嗣
さ
ん（
京
葉
倶
楽
部
）

尾
野　

通
男
さ
ん（
湘
南
倶
楽
部
）

〈
紹
介
件
数
〉

濱
野
キ
ヨ
子
さ
ん（
東
京
２
３
倶
楽
部
）

池
田　
　

武
さ
ん（
湘
南
倶
楽
部
）

鈴
木　

治
嗣
さ
ん（
京
葉
倶
楽
部
）

来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
懇
親
会
を
開
催

　

恒
例
の
懇
親
会
は
、
は
じ
め
に
茂
原

支
部
長
か
ら
、
総
会
が
無
事
終
了
し
た

こ
と
へ
の
お
礼
と
、

「
今
年
１
年
様
々

な
行
事
や
お
客
様

紹
介
運
動
に
積
極

的
に
取
り
組
む
」

旨
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
来
賓
を
代
表
し
て
お
２
人
か

ら
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

㈱
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
髙
橋
社
長
か

ら
は
、「
２
０
１
６
年
度
は
訪
日
旅
行
・

法
人
営
業
は
堅
調

だ
っ
た
が
、国
内
・

海
外
の
個
人
旅
行

が
低
調
で
減
収
減

益
と
な
っ
た
。
経

常
利
益
は
１
２
９
億
円
と
目
標
に
も
到

達
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
10
年
間
の
内
外
の
環
境
変
化
は
、

分
社
化
当
時
の
想
定
を
上
回
っ
た
。
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
を
再
び
成
長
軌
道
に
乗

せ
て
い
く
た
め
に
、
国
内
事
業
会
社
、

仕
入
れ
造
成
会
社
15
社
の
統
合
な
ど
、

国
内
事
業
戦
略
の
再
構
築
を
含
む
経
営

改
革
を
２
０
１
８
年
４
月
に
実
施
す
べ

く
、
今
、
準
備
を
進
め
て
い
る
。

　

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
も
極
力
早
い
時

期
に
改
革
の
成
果
を
き
っ
ち
り
と
お
示

し
で
き
る
よ
う
に
、
グ
ル
ー
プ
挙
げ
て

全
社
員
不
退
転
の
決
意
で
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
Ｊ
Ｔ
Ｂ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
セ
ー

ル
ス
の
皆
見
社
長
か
ら
は
、「
２
０
１

６
年
度
は
良
い
成
績
で
終
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
と
り
わ
け
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
の
約

８
割
の
企
業
の
現

地
斡
旋
が
好
評
を

得
た
こ
と
で
、
２

０
２
０
年
東
京
大

会
に
向
け
良
い
繋
ぎ
が
で
き
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
は
大
会
関
係
者
の
宿
泊
業
務
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
現
在
、
大

会
期
間
中
の
客
室
、
ト
ー
タ
ル
１
７
８

万
室
の
仕
入
れ
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
際
に
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の

皆
様
に
も
お
手
伝
い
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

２
０
１
８
年
度
か
ら
の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ

ル
ー
プ
新
体
制
に
向
け
、
今
年
度
は
ネ

ク
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
へ
の
挑
戦
と
い
う
こ

と
で
首
都
圏
３
社
も
頑
張
っ
て
い
き
た

い
」
と
決
意
表
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
新
倉
会
長

の
発
声
で
乾
杯
し
開
宴
と
な
り
ま
し
た
。

会
場
は
、
活
動
の

情
報
交
換
や
お
互

い
の
元
気
を
確
か

め
合
い
な
が
ら
の

会
話
が
弾
み
、
笑

み
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
和
や
か
な
懇
談

の
時
も
つ
か
の
間
、
安
西
美
津
子
さ
ん

の
中
締
め
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

主　
　

催

７
月  

１
日 

㈯

１
日 

㈯

28
日 

㈮

９
月  

１
日 

㈮

８
日 

㈮

10
月  

11
日 

㈬

16
日 

㈪

24
日 

㈫

第
１
回
全
国
俳
句
大
会　
　
　
（
募
集
７
月
〜
８
月
）

第
４
回
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト　
（
募
集
７
月
〜
９
月
）

と
き
わ
路
倶
楽
部
設
立
記
念
式
典

中
山
道
を
歩
く
（
第
10
回
）Ａ

中
山
道
を
歩
く
（
第
10
回
）Ｂ

第
４
回
全
国
ゴ
ル
フ
大
会

第
24
回
関
東
支
部
長
杯
ゴ
ル
フ
大
会

歌
舞
伎
座
観
劇
会

本
部

本
部

と
き
わ
路

北
関
東

北
関
東

本
部

関
東
支
部

関
東
支
部

実
施
日

◎
参
加
者
募
集
一
覧

内　
　
　
　

容

※

会
員
の
方
は
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ
。

関
東
支
部
総
会
を
開
催

親
睦
活
動
の
活
発
化
と
営
業
支
援
、会
員
拡
大
を
図
る

６月1日
右から池田さん、鈴木さん、濱野さん

〒171-0022 東京都豊島区南池袋2-43-19  JTBビル内
電話.03-6912-8810 FAX.03-6912-8811
関東支部ホームページアドレス　http://jtbob.com/kanto_hp/index.html

JTBグループ OB・OG会
関 東 支 部 発行：BOB会関東支部

2017年
（平成29年）

第312号

あさがお



 
２
０
１
７
年
度
新
役
員
を
選
出

　

森　

勇
雄
、井
上
倫
人
両
理
事
が
退
任
、

新
た
に
４
名
の
方
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　

○
東
京
２
３
倶
楽
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
月　

光
司

　
　
　

○
京
葉
倶
楽
部　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
田　

敏
巳

　
　
　

○
北
関
東
倶
楽
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
井　

隆
志

　
　
　

○
と
き
わ
路
倶
楽
部　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
田　
　

勇
 

総
会
・
懇
親
会
出
席
者
（
敬
称
略
）

会
田
三
重
子　

青
木
一
雄　
阿
部
喜
一
郎

安
西
美
津
子　

五
十
嵐
力　

池
田　

勇

池
田　

武　

石
川
尅
巳　

井
上
恵
司

井
上
倫
人　

今
井
隆
志　

井
村　

司

岩
月
光
司　

内
田
寛
冶　

内
田
敏
巳

榎
本
宗
輔　

大
沼
一
夫　
岡
野
早
百
合

岡
部
禎
之　
小
保
方
昭
和　

鹿
島
和
廣

金
政
初
美　

兼
松
喜
子　

辛
島
保
馬

北
村　

崇　

桐
生
英
雄　

久
留
和
子

小
金
沢
清
吾　
国
松
千
恵
子　

倉
数
俊
明

蔵
並
信
和　

小
林
富
子　

酒
井
政
子

坂
田
光
行　
佐
々
木
敏
雄　

佐
藤　

正

佐
藤
年
秋　

茂
原
史
則　

實
光　

進

菅
原
不
二
弥　

杉
田
成
次　

鈴
木
和
子

鈴
木
憲
治　

鈴
木
治
嗣　

高
澤
功
治

高
橋
幾
代　

高
橋
典
男　

田
邊
智
男

田
辺　

弘　
谷
崎
洋
一
郎　

谷
澤
道
雄

田
部
井
正
次
郎　

田
巻
良
介　

寺
門　

忍

富
澤
好
乃　

中
川
信
昭　

中
島
健
而

中
島
嘉
秋　

長
戸
敬
子　

中
村
隆
年

新
倉
武
一　
二
階
堂
晋
一　

西
山
恒
夫

野
口
英
明　

野
萩
勝
利　
濱
野
キ
ヨ
子

林　
　

守　

平
澤
正
司　

平
山
正
徑

廣
原
徳
順　

藤
松
英
一　

深
川
三
郎

古
川
信
之　

堀
内
武
夫　

増
田　

信

松
井
勝
彦　

松
井
文
雄　

宮
地
陽
子

村
松
勝
己　

元
井
忠
栄　

森　

勇
雄

森
田
眞
弓　

安
田　

彰　

柳
川
敬
子

矢
部
和
郎　

山
内
光
江　

山
口　

彰

山
田
武
久　

横
山
駿
一

　

関
東
支
部
10
番
目
の
倶
楽
部
と
し

て
、
茨
城
県
水
戸
市
を
拠
点
と
し
た

「
と
き
わ
路
倶
楽
部
」が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

茨
城
県
水
戸
市
は
、
常
磐
倶
楽
部
の

活
動
拠
点
柏
か
ら
約
１
０
０
㎞
、
い
わ

き
市
と
の
県
境
ま
で
約
２
０
０
㎞
と
遠

い
た
め
、
水
戸
・
日
立
地
区
の
会
員
が

活
発
に
活
動
で
き
る
体
制
を
作
ろ
う

と
、
１
月
に
新
倶
楽
部
設
立
準
備
委
員

会
を
立
ち
上
げ
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

水
戸
地
区
は
非
会
員
も
含
め
て
こ
れ

ま
で
も
、
年
２
回
の
懇
親
会
や
毎
月
の

ゴ
ル
フ
会
、
麻
雀
会
を
随
時
、
３
カ
月

ご
と
の
カ
ラ
オ
ケ
会
、
年
２
回
の
日
帰

り
旅
行
な
ど
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
未
加
入
者
に
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
へ
の

加
入
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
10
数
名
に

賛
同
を
い
た
だ
き
、
茨
城
県
内
に
勤
務

し
て
い
た
会
員
の
意
向
を
確
認
し
た
結

果
、
50
名
規
模
で
ス
タ
ー
ト
す
る
見
通

し
が
立
ち
ま
し
た
。
常
磐
倶
楽
部
と
調

整
の
結
果
、
新
倶
楽
部
は
、
常
磐
線
の

土
浦
か
ら
い
わ
き
、
水
戸
線
の
結
城
ま

で
の
エ
リ
ア
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

当
倶
楽
部
は
、「
身
近
な
場
所
で
の

き
め
細
や
か
な
交
流
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

地
域
ご
と
に
担
当
世
話
人
を
配
置
し
、

交
流
の
場
づ
く
り
、
お
客
様
紹
介
運
動

の
推
進
、
会
員
拡
大
な
ど
の
活
動
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
世

話
人
会
を
年
６
回
程
度
開
催
し
、
女
子

会
、バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
会
、陶
芸
教
室
な
ど

を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
皆
様
方
の
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
代
表
）廣
原
徳
順 

（
副
代
表
）寺
門  

忍

（
理
事
）池
田　

勇　
（
幹
事
）鹿
島
和
廣

（
世
話
人
）　

山
本　

巌　

岡
野
博
之

　

小
圷
達
男　

八
巻
信
喜　

大
谷
広
一

　

菊
地
幸
夫　

宮
城
博
行　

宮
崎
真
二

よ
り
７
月
号
同
封
の
「
出
欠
は
が
き
」

に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

中
山
道
を
歩
く
（
第
10
回
）

　

今
回
は
、
初
秋
の
上
州
路
を
群
馬
八

幡
か
ら
碓
氷
川
沿
い
に
板
鼻
宿
と
安
中

宿
を
探
訪
し
、
磯
部
ま
で
歩
み
を
進
め

ま
す
。

　

武
州
路
よ
り
は
る
か
に
多
い
江
戸
時

代
の
史
跡
を
楽
し
め
ま
す
。

　

お
申
し
込
み
の
皆
さ
ん
に
は
、
地
図

な
ど
を
郵
送
し
参
考
に
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。皆
さ
ん
一
緒
に
歩
き
ま
し
ょ
う
。

期
日　

Ａ　

９
月
１
日
㈮

　
　
　

Ｂ　

９
月
８
日
㈮

集
合　
Ｊ
Ｒ
群
馬
八
幡
駅
改
札
口
（
第

９
回
解
散
場
所
）10
時
高
崎
駅

９
時
24
分
発
、
群
馬
八
幡
駅
９

時
32
分
着
列
車
に
乗
車
の
こ
と
。

行
程　

群
馬
八
幡
駅　

板
鼻
宿　

安
中

　
　
　

宿　

磯
部
駅（
16
時
頃
着
予
定
）

　
　

＊
昼
食
は
安
中
宿
に
て
手
打
ち
そ
ば

定
員　

Ａ
・
Ｂ
と
も
30
名

会
費　

４
０
０
０
円
（
昼
食
・
イ
ヤ
ホ
ン

ガ
イ
ド
・
保
険
・
資
料
・
郵
送
込
）

取
消　

７
日
前
か
ら
50
％

主
催　

北
関
東
倶
楽
部　

担
当　

井
上　

倫
人

　

☎
０
９
０
（
４
２
２
１
）
８
６
６
６

　
　
　

野
萩　

勝
利
（
東
京
２
３
）

　

☎
０
９
０
（
７
９
０
０
）
２
２
１
５

 

Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
本
部
主
催

 　
　
　
　

 

第
４
回
全
国
ゴ
ル
フ
大
会

期
日　

10
月
11
日
㈬

場
所　

松
島
チ
サ
ン
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ　

松
島
コ
ー
ス

ス
タ
ー
ト　

８
時
（
ア
ウ
ト
・
イ
ン
）

募
集　

全
国
で
60
名
程
度

費
用　

プ
レ―

費

　
　
　

65
歳
未
満　

６
９
０
０
円

　
　
　

65
歳
以
上　

６
３
７
５
円

　
　
　

70
歳
以
上　

５
８
５
０
円

　
　
　
（
乗
用
カ
ー
ト
・
利
用
税
込
）

　
　

＊
昼
食
・
飲
物
・
ロ
ッ
カ
ー
代
・

　
　
　

消
費
税
別

　
　
　

参
加
費　
　

２
０
０
０
円

競
技　

支
部
対
抗
団
体
戦
と
個
人
戦

　
　
　

終
了
後
、
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

締
切　

９
月
８
日
㈮

申
込　

専
用
申
込
用
紙
を
送
付
の
こ
と

担
当　

藤
松　

英
一

　

☎
０
９
０
（
６
１
５
０
）
６
５
８
２

〇
今
回
は
大
会
前
日
10
日
㈫
の
宿
泊
を

特
別
料
金
で
用
意
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
松
島
大
観
荘
１
２
０
０
０
円

（
１
泊
２
食
・
前
夜
祭
参
加
費
込
、

１
部
屋
２
人
〜
４
人
、
税
・
サ
込
）

〇
前
夜
祭
を
10
月
10
日
㈫
18
時
か
ら
ホ

テ
ル
松
島
大
観
荘
で
開
催
し
ま
す
。

宿
泊
し
な
い
方
は
会
費
５
０
０
０
円
。

〇
専
用
申
込
用
紙
・
開
催
概
要
詳
細
は

関
東
支
部
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 

第
67
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

　

 

な
ん
た
い
倶
楽
部
（
告
知
・
変
更
）

　

開
催
日
が
７
月
18
日
か
ら
26
日
㈬
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

 

第
76
回
ゴ
ル
フ
盛
夏
杯

　
　
　
　
　
　

 

京
葉
倶
楽
部
（
告
知
）

期
日　

８
月
29
日
㈫

場
所　

多
古
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

集
合　

８
時

ス
タ
ー
ト　

８
時
30
分

募
集　

８
組
32
名

費
用　

プ
レ
ー
費　

９
０
０
０
円

　
　
　
（
朝
食
・
昼
食
込
）

　
　
　

参
加
費　

１
５
０
０
円

担
当　

金
子　

守
雅

　
　

☎
０
４
７
（
４
５
２
）
４
５
５
０

参
加
者
募
集

お
申
し
込
み
は
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
事
務
局
へ

 

（
所
属
倶
楽
部
名
・
年
齢
要
）

「
と
き
わ
路
倶
楽
部
」
誕
生
！

左から寺門、池田、廣原、鹿島

 

と
き
わ
路
倶
楽
部
設
立
記
念
式
典

　

設
立
記
念
式
典
と
懇
親
会
を
開
催
し

ま
す
。
旧
交
を
温
め
楽
し
い
記
念
の
行

事
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

他
倶
楽
部
の
皆
さ
ん
、
茨
城
県
内
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
店
長
も
参
加
さ
れ
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

期
日　

７
月
28
日
㈮　

12
時
〜

会
場　

三
の
丸
ホ
テ
ル

　
　
　
Ｊ
Ｒ
水
戸
駅
北
口
徒
歩
３
分

会
費　

６
０
０
０
円

　
　
　
（
当
日
会
場
で
集
金
）

主
催　

と
き
わ
路
倶
楽
部　

担
当　

池
田　

勇

　

☎
０
９
０
（
２
６
７
０
）
９
６
６
３

　

と
き
わ
路
倶
楽
部
会
員
は
、
支
部
だ
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◎
清
水
公
園
つ
つ
じ
の
お
花
見
会（
報
告
）

　

４
月
26
日
、
募
集
人
員
を
大
幅
に
上

回
る
52
人
（
他
倶
楽
部
か
ら
12
名
）
が

参
加
し
、
つ
つ
じ
の
名
所
、
野
田
市
の

清
水
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
行

事
も
今
年
で
16
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

斉
藤
世
話
人
が
司
会
進
行
し
、
横
山

代
表
の
挨
拶
の
後
、
平
塚
大
先
輩
の
乾

杯
で
開
宴
。
新
倉
本
部
会
長
、
茂
原
支

部
長
は
じ
め
、
日
頃
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
中
山
観
光
自
動
車
神
保
ガ
イ
ド
さ

ん
と
成
島
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
に
も
参
加

い
た
だ
き
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

折
し
も
、
つ
つ
じ
祭
り
の
最
中
。
約

２
万
株
の
つ
つ
じ
が
色
鮮
や
か
に
咲
き

乱
れ
、
樹
齢
３
０
０
年
以
上
の
古
品
種

「
キ
リ
シ
マ
」「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
」
や
、

ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
の
珍
種
な
ど
に
囲
ま
れ
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
味
は
格
別
で
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
日
本
酒
、
焼
酎
、
ワ

イ
ン
、
朝
採
り
野
菜
な
ど
た
く
さ
ん
の

差
し
入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
面

を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

あ
っ
と
い
う
間
の
２
時
間
半
、
税
所

大
先
輩
の「
来
年
の
再
会
を
約
し
て
」の

言
葉
で
散
会
し
ま
し
た
。（
田
邉　

記
）

◎
京
浜
工
業
地
帯
夜
景
ク
ル
ー
ズ
と

　
　
　
　
　
　
　

イ
タ
リ
ア
郷
土
料
理

　

４
月
28
日
、
ま
だ
ま
だ
日
差
し
の
眩

し
い
16
時
30
分
に
28
名
（
他
倶
楽
部
２

名
）が
横
浜
大
桟
橋
に
集
合
し
ま
し
た
。

　

幸
運
に
も
当
日
入
港
し
て
い
た
飛
鳥

Ⅱ
を
五
色
の
テ
ー
プ
で
見
送
り
、
フ
ラ

ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
中
の
山
下

公
園
を
散
策
し
な
が
ら
、
イ
タ
リ
ア
郷

土
料
理
店
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｂ
Ｕ
Ｎ
Ｄ
」
に

向
か
い
ま
し
た
。
美
味
し
い
料
理
を
楽

し
み
、宵
闇
の
迫
る
の
を
待
ち
ま
し
た
。

　

19
時
30
分
、
氷
川
丸
の
隣
に
あ
る
山

下
公
園
桟
橋
か
ら
小
型
船
で
出
航
。
定

員
50
人
ほ
ど
で
す
が
、
ほ
ぼ
満
席
。
み

な
と
み
ら
い
の
派
手
派
手
な
景
色
か
ら

横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
・
鶴
見
つ
ば
さ
橋

を
横
目
に
見
て
、
横
浜
か
ら
京
浜
工
業

地
帯
の
中
心
川
崎
へ
。川
崎
天
然
ガ
ス
、

東
亜
石
油
、
昭
和
電
工
な
ど
を
、
流
暢

な
説
明
（
エ
ン
ジ
ン
音
で
聞
き
取
れ
な

い
所
も
あ
り
ま
し
た
）
で
約
１
時
間
半

の
ク
ル
ー
ズ
。
す
っ
か
り
夜
の
と
ば
り

が
下
り
た
中
、
き
ら
び
や
か
な
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
を
満
喫
し
、
９
時
前
に
下

船
解
散
し
ま
し
た
。　
　
（
塩
田　

記
）

◎
中
山
道
を
歩
く
（
第
９
回
）

　
　

倉
賀
野
宿
か
ら
群
馬
八
幡（
報
告
）

　

５
月
５
日
、
す
が
す
が
し
い
五
月
晴

れ
の
も
と
、
倉
賀
野
駅
を
28
名
が
９
時

半
に
出
発
。
須
賀
脇
本
陣
跡
を
過
ぎ
、

７
世
紀
末
に
作
ら
れ
た
古
墳
が
残
る
安

楽
寺
に
立
ち
寄
り
、
１
時
間
ほ
ど
歩
き

高
崎
城
址
公
園
へ
。
城
址
前
で
記
念
写

真
を
撮
り
、
徳
川
３
代
将
軍
家
光
の
弟

忠
長
の
墓
の
あ
る
大
信
寺
に
参
拝
し
、

昼
食
の
「
割
烹
さ
わ
」
へ
。
参
加
の
皆

さ
ん
と
、ゆ
っ
く
り
話
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
長
松
寺
、
山
田
文
庫
を
通
り

過
ぎ
君
が
代
橋
へ
。
橋
の
た
も
と
の
万

日
堂
で
見
返
り
阿
弥
陀
像
を
拝
観
し
、

上
州
名
物
焼
き
ま
ん
じ
ゅ
う
を
ほ
お
ば

り
ひ
と
休
み
し
ま
し
た
。
上
豊
岡
茶
屋

本
陣
を
過
ぎ
、
群
馬
県
で
唯
一
形
が
残

る
藤
塚
の
一
里
塚
へ
。
日
本
橋
か
ら
28

里
（
１
１
２
㎞
）、
は
る
か
昔
の
人
に

思
い
を
は
せ
、
16
時
に
群
馬
八
幡
駅
に

到
着
し
ま
し
た
。

　

Ｂ
班
は
５
月
12
日
、
29
名
が
酷
暑
の

中
全
員
完
歩
し
ま
し
た
。（
塩
野　

記
）

　
◎
２
０
１
７
年
度
通
常
総
会
（
報
告
）

　

爽
や
か
な
新
緑
の
季
節
の
５
月
13

日
、
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
新
潟
に
28
名

が
参
加
し
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
会
は
、
予
定
さ
れ
た
議
案
す
べ
て

が
承
認
さ
れ
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

記
念
撮
影
後
、
懇
親
会
を
開
催
。
法

人
営
業
新
潟
支
店
の
安
藤
支
店
長
を
来

賓
に
お
迎
え
し
、
ご
挨
拶
と
新
Ｊ
Ｔ
Ｂ

グ
ル
ー
プ
体
制
に
関
し
て
の
説
明
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
田
中
淑
夫
さ
ん
の
乾

杯
で
開
宴
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
、

最
長
老
熊
谷
伸
一
さ
ん
の
締
め
に
て
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。　
（
高
橋　

記
）

◎
新
緑
の
集
い
（
報
告
）

　

恒
例
の
親
睦
行
事
「
新
緑
の
集
い
」

を
５
月
13
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
若
葉
の
繁
る
こ
の
季
節
、
い
つ
ま
で

も
新
緑
の
気
持
ち
を
持
っ
て
！
」
と
の

い
つ
も
の
呼
び
か
け
に
、
29
名
が
集
い

ま
し
た
。
話
題
は
同
じ
？
で
す
が
、
そ

れ
は
そ
れ
で
結
構
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

レ
ギ
ュ
ラ
ー
メ
ン
バ
ー
の
何
人
か
は

健
康
上
の
都
合
で
、
欠
席
と
な
り
ま
し

た
が
、新
た
に
参
加
し
た
方
も
い
て「
各

種
催
事
の
内
容
も
知
る
こ
と
が
で
き
、

こ
れ
か
ら
は
も
っ
と
参
加
し
た
い
」
と

の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽
し
く

懇
談
の
時
を
過
ご
し
、
再
会
を
約
し
て

散
会
し
ま
し
た
。　
　
　
（
増
田　

記
）

北
関
東
倶
楽
部

湘

南

倶

楽

部

常

磐

倶

楽

部

５月12日　高崎城址にて

５月５日　高崎城址にて

横浜大桟橋にて

な
ん
た
い
倶
楽
部

に
い
が
た
倶
楽
部
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そ
う
そ
う

か
い
ど
う

し
ゃ
が

◎
平
成
29
年
度
第
１
回
戦
（
報
告
）

　

４
月
13
日
、
し
す
い
の
森
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
に
て
、
11
名
の
参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。
当
日
は
日
差
し
に
春
の
暖
か

さ
を
感
じ
、
ほ
と
ん
ど
無
風
の
絶
好
の

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
日
和
で
し
た
。

　

今
回
も
難
し
い
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が

出
ま
し
た
。
３
大
会
連
続
の
快
挙
で
す
。

　

成
績
は
次
の
と
お
り
。　
　

Ｇ
Ｈ
Ｎ

優　

勝　

新
部　

健
治
さ
ん　

126
15
141

準
優
勝　

三
富　

照
雄
さ
ん　

135
6
141

３　

位　

鎌
田　

隆
三
さ
ん　

136
7
143

＊
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

中
村　

好
一
さ
ん（
Ｂ
コ
ー
ス
１
番
41
Ｍ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
富　

記
）

◎
４
月
・
５
月
の
互
選
句

　

兼
題
は

　

４
月
は
「
雪
柳
」（
〇
印
）

　

５
月
は
「
新
緑
・
そ
の
他
」（
◇
印
）

〇
雪
柳
夕
闇
揺
ら
す
鹿
威
し

◇
新
緑
や
水
霊
吸
ひ
込
む
谷
深
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

富
岡　

遊
生

〇
ぬ
ば
た
ま
の
闇
ぬ
ぎ
捨
て
て
小
米
花

◇
新
緑
や
蒼
蒼
と
降
る
今
日
の
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
宮　

澄
子

〇
雪
柳
風
に
揺
れ
つ
つ
咲
き
つ
づ
く

◇
暮
れ
な
ず
む
空
に
三
日
月
四
月
尽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
本　

幸
子

〇
雪
柳
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
で
ぽ
っ
と
咲
く

◇
海
棠
や
嵐
を
呼
ふ
か
花
哀
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
木　

茂
子

〇
ジ
ャ
ス
ミ
ン
の
香
り
漂
う
白
き
闇

◇
路
線
バ
ス
降
り
て
一
面
著
莪
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

行
川　

春
枝

　

私
は
63
歳
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
を
退
職
し
ま
し

た
。
い
い
先
輩
・
同
僚
に
恵
ま
れ
た
現

役
生
活
で
し
た
。

　

退
職
か
ら
13
年
経
ち
平
凡
な
毎
日
を

送
っ
て
い
ま
す
が
、
現
役
時
代
の
暴
飲

暴
食
が
た
た
り
約
30
年
間
糖
尿
病
と

闘
っ
て
い
ま
す
。
食
事
制
限
・
投
薬
を

続
け
る
毎
日
で
、
血
糖
値
が
高
く
４
年

前
か
ら
イ
ン
ス
リ
ン
を
投
与
し
て
い
ま

す
。
今
は
、
数
値
も
ほ
ぼ
正
常
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
妻
の
献
身

的
な
心
配
り
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
妻

に
は
感
謝
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

12
年
前
に
湘
南
倶
楽
部
の
世
話
人
と

な
り
、
現
在
旅
行
委
員
を
担
当
し
て
い

ま
す
。
最
近
は
若
い
方
達
の
ア
イ
デ
ア

に
刺
激
を
受
け
な
が
ら
企
画
を
し
て
い

ま
す
。
世
話
人
や
行
事
に
参
加
さ
れ
る

方
々
と
の
触
れ
合
い
も
楽
し
み
の
一
つ

で
す
。
３
年
前
か
ら
は
カ
ラ
オ
ケ
部
に

入
部
し
、
健
康
増
進
の
た
め
２
カ
月
に

１
回
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
娘
夫
婦
と
年
数
回
の
温
泉
旅

行
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
も
し
て
い
ま
す
。

趣
味
は
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
で
、
巨
人
と
稀

勢
の
里
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。
特
に
春
場

所
、
怪
我
の
痛
み
に
耐
え
逆
転
優
勝
し

た
相
撲
は
感
動
も
の
で
し
た
。
19
年
ぶ

り
の
日
本
人
横
綱
、
遅
咲
き
の
稀
勢
の

里
に
は
名
横
綱
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　

あ
と
数
年
で
私
も
傘
寿
を
迎
え
ま
す
。

健
康
が
最
高
の
宝
、
し
っ
か
り
体
調
管

理
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
の
住
ん
で
い
る
吉
川
市
は
Ｊ
Ｒ
武

蔵
野
線
沿
線
の
中
で
も
住
宅
地
開
発
が

比
較
的
遅
か
っ
た
地
域
で
す
。
１
９
７

３
年
に
吉
川
駅
が
開
業
し
、
23
年
後
に

人
口
が
５
万
人
を
超
え
て
埼
玉
県
下
で

43
番
目
の
「
市
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
か
ら
35
年
前
の
１
９
８
２
年
に
こ

の
地
に
引
っ
越
し
て
き
た
時
は
、
武
蔵

野
線
も
６
両
編
成
で
昼
間
は
１
時
間
に

１
本
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
も
４
本
程
度
と
、

中
央
線
沿
線
に
住
ん
で
い
た
私
に
は
か

な
り
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で
し
た
。

　

し
か
し
そ
の
後
、
開
発
が
急
速
に
進

み
、
人
口
増
加
に
伴
い
武
蔵
野
線
は
10

両
編
成
に
な
り
、
運
行
間
隔
も
改
善
さ

れ
ま
し
た
。
と
く
に
近
年
は
吉
川
駅
の

両
隣
の
南
越
谷
駅
と
新
三
郷
駅
周
辺
に

大
型
商
業
施
設
の
開
業
が
相
次
ぎ
、
２

つ
の
新
駅
（
越
谷
レ
イ
ク
タ
ウ
ン
、
吉

川
美
南
）
が
で
き
る
な
ど
生
活
環
境
は

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
私
は
定
年
を
迎
え
、
手
首

は
腕
時
計
か
ら
解
放
さ
れ
ま
し
た
が
、

代
わ
り
に
腰
に
万
歩
計
が
付
く
よ
う
に

な
り
、
今
は
不
規
則
な
生
活
と
運
動
不

足
に
な
ら
な
い
よ
う
心
が
け
、
そ
の
一

つ
と
し
て
前
述
の
商
業
施
設
ま
で
の
往

復
を
散
歩
コ
ー
ス
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
６
月
か
ら
Ｂ
Ｏ
Ｂ
会
の

お
手
伝
い
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
月
１

回
ほ
ど
で
す
が
池
袋
ま
で
久
し
ぶ
り
に

〝
電
車
通
勤
〞
が
復
活
し
ま
し
た
。

　

次
の
31
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
４
月
分
〉

五
十
嵐
隆　

池
田　

武　

池
田
政
夫

大
庭
英
雄　

岡
本
茂
男　

金
子　

宏

菊
地
和
夫　
木
部
八
千
代　

小
泉
勝
利

小
林
哲
二　

斉
藤
寛
子　

坂
井
正
夫

佐
々
木
正　
佐
々
木
光
也　

佐
野
隆
司

鈴
木
治
嗣　

鈴
木
和
子　

田
口
栄
治

多
々
良
正
子　

竜
野
春
男　

田
村
義
衛

富
沢
紀
夫　

中
村
好
江　
濱
野
キ
ヨ
子

廣
原
徳
順　

船
山
里
子　

増
岡
敏
男

松
井
文
雄　

馬
橋
正
夫　

水
内
慎
造

元
井
忠
栄

　

次
の
24
名
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

〈
４
月
分
〉

石
田
光
二　

市
川
則
夫　

生
沢
弘
幸

榎
本
宗
輔　

尾
野
通
男　

陰
山
卓
司

金
子
守
雅　

孝
学
美
彦　
小
林
由
紀
夫

小
林
哲
二　

小
林
富
子　

斉
藤
昭
明

東
海
林
文
雄　

高
橋
恒
彦　

多
田
熈
孝

田
中　

晟　

中
島
嘉
秋　

中
村
昭
市

原
田
清
孝　

三
富
照
雄　

元
井
忠
栄

森　

英
一　

吉
田　

賢　

渡
邉
和
夫

退
職
後
平
凡
な
日
々
の
雑
感丹野　

功

腕
時
計
か
ら
万
歩
計
へ

佐
藤　

年
秋

会
員
だ
よ
り

〇
雪
柳
影
や
は
ら
か
に
散
歩
道

◇
新
緑
や
氷
川
の
杜
に
風
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

英
雄

◇
意
の
ま
ま
に
な
ら
ぬ
日
の
あ
り
新
茶
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

勝
彦

◎
４
月
・
５
月
の
互
選
句

　

４
月
の
題
は
「
緑
」（
〇
印
）

　

５
月
の
題
は
「
枕
」（
◇
印
）

〇
草
団
子
田
舎
の
春
が
詰
ま
っ
て
る

◇
避
難
所
で
気
に
し
て
ら
れ
ぬ
北
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
田　

圭
子

〇
一
服
の
緑
茶
で
今
日
を
締
め
く
く
る

◇
お
隣
の
肩
を
枕
に
終
電
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

手
塚　
　

実

〇
み
ど
り
児
の
つ
ぶ
ら
な
瞳
小
宇
宙

◇
安
眠
を
求
め
て
枕
数
が
増
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

春
雄

〇
ミ
シ
ュ
ラ
ン
と
緑
が
招
く
高
尾
山

◇
飼
い
猫
は
ご
機
嫌
妻
の
膝
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
木　

正
登

〇
排
気
ガ
ス
緑
の
壁
で
浄
化
す
る

◇
枕
元
そ
っ
と
サ
ン
タ
の
贈
り
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

恵
子

〇
炎
天
下
緑
茶
一
杯
パ
ラ
ダ
イ
ス

◇
四
ツ
星
で
枕
三
つ
を
持
て
余
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
満　
　

武

〇
緑
な
す
黒
髪
は
い
ま
白
髪
に

◇
廃
線
に
枕
木
だ
け
が
一
直
線

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
濃　

祥
二

〇
み
ど
り
の
日
昭
和
の
日
か
ら
独
り
立
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
政
榮

〇
牛
や
馬
雪
融
け
待
っ
た
緑
草

◇
滲
み
跡
は
苦
楽
の
涙
知
る
枕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

横
山　

信
之

〇
Ｉ
Ｔ
化
緑
の
窓
口
ロ
ボ
ッ
ト
に

◇
膝
枕
遠
い
昔
の
夢
と
消
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岡
田　

秀
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
手
塚　

記
）

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会

真ん中が筆者

訃
　
　
　
　
報

小
川　

克
雄
さ
ん　
　

（
72
歳
）

平
成
29
年
５
月
12
日

謹
ん
で
心
か
ら

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

お
客
様
紹
介
運
動
の

実　
　

績

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ナ
イ
ス
ギ
フ
ト

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た

や
ぐ
る
ま（
川
柳
会
）

第312号 （4）


